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第
一
二
回
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
概
要
日
時
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日
（
金
）
一
六
時
三
〇
分
〜
一
八
時
場
所
東
京
女
子
大
学
一
号
館
一
三
一
会
議
室
報
告
者
平
石
直
昭
氏
（
丸
山
眞
男
文
庫
顧
問
）
論
題
丸
山
眞
男
・
一
九
五
六
年
度
講
義
の
概
要
東
大
法
学
部
に
お
け
る
丸
山
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
敗
戦
前
後
の
時
期
と
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
四
年
間
分
と
が
公
刊
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
中
間
に
あ
た
る
五
〇
年
代
の
後
半
部
分
は
未
公
刊
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
ま
ず
五
〇
年
代
後
半
の
丸
山
講
義
を
復
元
す
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
、
つ
い
で
私
が
担
当
し
て
い
る
五
六
年
度
講
義
の
う
ち
、
第
二
章
分
ま
で
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
五
〇
年
代
後
半
は
、
丸
山
の
学
問
・
思
想
の
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
に
あ
た
る
。
五
八
年
一
一
月
に
出
た
座
談
会
「
戦
争
と
同
時
代
」
で
丸
山
は
、
自
分
が
知
的
格
闘
の
対
象
と
し
て
き
た
天
皇
制
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
両
方
が
近
年
実
体
性
を
失
い
、
そ
れ
に
対
応
し
て
自
ら
も
こ
こ
一
二
年
精
神
的
な
ス
ラ
ン
プ
だ
と
発
言
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
当
時
の
丸
山
は
結
核
療
養
生
活
を
終
え
た
あ
と
、
旺
盛
な
知
的
活
動
を
再
開
し
て
い
る
。
五
六
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』（
上
・
下
）
を
公
刊
し
て
大
き
な
反
響
を
よ
び
、
そ
の
後
も
「
反
動
の
概
念
」（
五
七
年
一
一
月
）、「
日
本
の
思
想
」（
五
七
年
一
二
月
）、「
ベ
ラ
ー
「
徳
川
時
代
の
宗
教
」
に
つ
い
て
」（
五
八
年
四
月
）
な
ど
の
力
作
を
矢
継
ぎ
早
に
出
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
彼
が
い
う
「
ス
ラ
ン
プ
」
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
同
時
期
の
丸
山
の
講
義
を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
六
〇
年
代
以
後
に
理
論
化
さ
れ
る
「
原
型
」
論
の
祖
型
や
、
論
文
「
開
国
」
や
「
忠
誠
や
反
逆
」
等
で
示
さ
れ
る
日
本
思
想
史
に
対
す
る
新
し
い
分
析
視
角
が
講
義
の
中
で
萌
芽
的
に
示
さ
れ
、
次
第
に
分
節
化
さ
れ
て
ゆ
く
様
子
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
講
義
を
復
元
し
て
同
期
の
既
刊
論
考
と
併
読
す
れ
ば
、
古
代
以
来
の
日
本
思
想
史
に
接
近
す
る
彼
の
モ
チ
ー
フ
や
思
索
の
深
化
過
程
が
一
層
よ
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
五
〇
年
代
後
半
の
講
義
を
復
元
す
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
五
六
年
度
講
義
の
底
本
と
し
た
の
は
丸
山
の
自
筆
ノ
ー
ト
（
東
京
大
学
出
版
会
刊
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
六
冊
の
「
解
題
」「
付
」
参
照
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
五
九
年
度
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
両
年
度
の
仕
分
け
が
難
し
い
部
分
が
あ
る
。
ま
た
ノ
ー
ト
上
の
断
片
的
な
メ
モ
を
、講
義
で
敷
衍
し
て
い
る
よ
う
な
箇
所
も
多
い
。
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こ
う
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
受
講
し
た
学
生
二
人
（
横
溝
正
夫
、
近
藤
邦
康
両
氏
）
の
筆
記
ノ
ー
ト
を
参
照
し
て
編
者
の
責
任
で
文
章
化
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
こ
の
年
度
の
講
義
全
体
は
六
章
か
ら
な
る
が
、
第
四
章
以
下
は
徳
川
時
代
の
思
想
史
を
扱
っ
て
お
り
、
上
記
の
自
筆
ノ
ー
ト
に
は
対
応
箇
所
が
な
い
。
従
来
の
講
義
原
稿
な
い
し
ノ
ー
ト
を
再
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
第
五
章
の
石
門
心
学
論
と
第
六
章
の
国
学
論
は
四
八
年
度
講
義
録
と
照
合
す
る
と
、
ほ
ぼ
後
者
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
第
四
章
「
徳
川
封
建
制
と
儒
教
思
想
」
は
、
以
前
の
原
稿
類
の
中
に
同
定
で
き
る
資
料
を
発
見
で
き
て
い
な
い
（
後
に
山
辺
春
彦
氏
が
、
こ
れ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
資
料
を
文
庫
所
蔵
原
稿
類
か
ら
発
見
し
て
教
示
し
て
く
れ
た
）。
復
元
作
業
は
第
三
章「
武
士
階
級
の
意
思（
観
念
）形
態
」ま
で
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る
が
、
当
日
は
時
間
の
関
係
も
あ
り
、
序
文
、
第
一
章
「
神
国
思
想
の
端
緒
的
形
態
」、
第
二
章
「
鎮
護
国
家
と
末
法
思
想
」
ま
で
の
概
要
を
、
主
題
や
項
目
に
即
し
て
紹
介
し
た
。
議
論
の
な
か
で
、
松
沢
弘
陽
、
宮
村
治
雄
の
両
氏
か
ら
有
益
な
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
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